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白人警官によるアフリカ系住民殺害問題
駐日米国臨時代理大使あて要請書

� ６月５日　全国人権運常任幹事会

　抗議行動に対し軍隊の出動を止めて下さい。警官に対する人権教育
の徹底を求めます。平和的抗議行動を敵視せず、対話と連帯を。

「人権条例」阻止の学習会

世
界
史
的
意
義
を
も
つ

�

全
国
水
平
社
創
立
１
０
０
周
年
記
念

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
②

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
代
表
委
員　

丹
波
　
正
史

　

私
の
祖
父
母
ぐ
ら
い
の
世

代
が
全
国
水
平
社
を
創
立
さ

せ
た
。
一
年
数
ヶ
月
で
百
周

年
を
迎
え
る
。
私
自
身
、
部

落
解
放
運
動
に
参
画
し
て
半

世
紀
以
上
が
経
過
し
た
。
い

ま
思
え
ば
我
が
人
生
す
べ
て

が
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
情
熱
を
傾
け
る
有
意
義
さ

が
あ
っ
た
。
運
動
へ
の
確
信

と
誇
り
が
こ
れ
を
支
え
た
。

今
月
は
部
落
解
放
同
盟
が
分

裂
し
、
そ
こ
か
ら
誕
生
し
た

部
落
解
放
同
盟
正
常
化
全
国

連
絡
会
議
の
結
成
50
周
年
に

当
た
る
。
当
時
を
振
り
返
る

と
、
運
動
路
線
の
対
立
が
親

子
、
兄
弟
に
ま
で
及
び
熾
烈

な
争
い
と
な
っ
た
。
い
ま
で

は
当
時
の
状
況
を
知
る
者
の

多
く
が
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
。

　

百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

っ
て
、
き
び
し
い
部
落
差
別

を
乗
り
越
え
、
こ
の
解
決
に

努
力
さ
れ
て
き
た
人
び
と
の

血
の
滲
む
よ
う
な
努
力
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
同

対
審
答
申
は
「
す
べ
て
の
社

会
現
象
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
人
間
社
会
の
歴
史
的
発

展
の
一
定
の
段
階
に
お
い
て

発
生
し
、
成
長
し
、
消
滅
す

る
歴
史
的
現
象
に
ほ
か
な
ら

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
人
間
の
意
識
に
お
け

　

百
年
の
歴
史
の
中
で
、
部

落
問
題
が
解
決
し
た
状
態
を

具
体
的
な
指
標
で
明
ら
か
に

し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
問
題
が
存
在
す
る

中
で
、
こ
う
し
た
具
体
像
を

展
開
で
き
た
の
は
部
落
解
放

運
動
だ
け
で
あ
る
。
た
し
か

に
差
別
が
死
滅
す
れ
ば
解
決

と
言
え
る
が
、
こ
れ
を
ど
う

推
し
量
る
か
と
な
る
と
至
っ

て
非
現
実
的
な
も
の
と
な

る
。
こ
の
点
で
、
格
差
是
正

論
、
社
会
的
克
服
論
、
自
立

主
体
論
、
交
流
融
合
論
の
４

つ
の
指
標
は
他
の
差
別
問
題

を
検
討
す
る
際
に
も
有
益
な

る
主
体
性
、
能
動
性
の
発
揮

が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
意
識
に
お
け
る
主

体
性
・
能
動
性
こ
そ
、
部
落

解
放
運
動
そ
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
能
動
的
な

人
間
の
意
識
の
総
和
が
部
落

解
放
運
動
と
言
え
る
。

　

百
年
の
歴
史
の
中
で
、
わ

が
国
に
お
い
て
「
も
っ
と
も

深
刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問

題
」
と
し
て
の
部
落
問
題

が
、
広
範
な
国
民
の
努
力
の

も
と
で
解
決
に
大
き
く
前
進

し
、
そ
の
展
望
を
自
ら
が
手

に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ

に
「
集
団
運
動
」
の
な
せ
る

技
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
や
苦
労
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
る

人
び
と
の
人
生
を
か
け
た
た

た
か
い
が
あ
っ
た
。

　

百
年
の
歴
史
の
中
で
、
部

落
解
放
運
動
は
当
初
か
ら
広

範
な
国
民
と
の
統
一
を
め
ざ

す
潮
流
と
部
落
第
一
主
義
を

掲
げ
差
別
糾
弾
を
強
調
し
て

身
分
闘
争
を
重
視
す
る
潮
流

と
の
激
し
い
た
た
か
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

戦
後
版
は
部
落
解
放
同
盟
の

分
裂
、
そ
し
て
正
常
化
連
、

全
解
連
の
流
れ
と
「
解
同
」

の
流
れ
で
あ
る
。
も
う
半
世

紀
に
及
び
二
つ
の
流
れ
が
固

定
化
し
て
い
る
。

理
論
的
貢
献
と
な
る
。

　

百
年
の
歴
史
の
中
で
、
地

域
社
会
を
基
礎
に
人
権
と
民

主
主
義
を
柱
に
し
た
地
域
住

民
運
動
の
展
開
の
も
と
、
旧

身
分
を
理
由
に
し
た
差
別
の

垣
根
を
取
り
払
い
、
わ
だ
か

ま
り
を
克
服
し
な
が
ら
地
域

内
外
の
連
帯
・
融
合
を
実
現

す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
は
地
域
、人
権
、融
合
と
い

う
、
い
た
っ
て
民
主
主
義
的

な
成
熟
社
会
の
未
来
像
を
提

起
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

百
年
の
歴
史
の
中
で
、
社

会
問
題
と
し
て
の
部
落
問
題

を
解
決
す
る
主
体
形
成
を
図

青
少
年
の
就
職
保
障
を
め
ざ
し
て

山
口
県
就
職
連
絡
会
第
13
回
総
会

山口

兵
庫

２
０
年
１
月
末
に
県
内
高
卒

者
の
就
職
内
定
率
は
96
・
３

％
で
未
内
定
者
数
が
１
１
６

人
（
前
年
同
期
比
３
人
増
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
山
口
県

大
学
等
の
就
職
内
定
率
は
88

・
１
％
で
１
９
９
５
年
以
来

過
去
最
高
で
、
全
国
の
大
学

等
も
91
・
８
％
で
調
査
開
始

以
来
過
去
最
高
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
２
）
２
０
１
９
年

山
口
県
採
用
選
考
試
験
の
問

題
点
で
は
、
①
身
体
検
査
、

色
覚
、
②
面
接
で
の
質
間
、

③
作
文
、
な
ど
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

活
動
報
告
は
、
昨
年
の
第

12
回
総
会
（
３
月
26
日
に
開

催
）
以
降
で
、（
１
）
申
し

入
れ
行
動
、
①
「
県
内
企
業

の
新
卒
採
用
増
、
就
職
差
別

根
絶
な
ど
青
少
年
の
進
路
保

障
に
か
か
わ
る
要
請
書
」
に

よ
り
、
申
し
入
れ
を
山
口
経

済
同
友
会
な
ど
６
ヶ
所
、
②

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供

に
関
す
る
自
治
体
要
請
、

（
２
）
懇
談
活
動
、（
３
）

交
渉
、（
４
）
学
習
会
、　

企

業
合
同
学
習
会
を
９
月
３
日

に
行
い
、
鈴
木
朋
絵
弁
護
士

の
「
職
場
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
な
く
す
た
め
に
」
と
題

す
る
講
演
だ
っ
た
事
な
ど
で

す
。

　

そ
し
て
、
運
動
方
針
、
今

年
度
の
と
り
く
み
、
な
ど
協

議
・
決
定
し
、
第
13
回
総
会

を
終
え
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
進
路
保
障
・
働

く
ル
ー
ル
の
確
立
と
人
権
を

守
る
山
口
県
連
絡
会
（
山
口

県
就
職
連
絡
会
）
は
、
３
月

26
日
に
第
13
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

澄
田
幸
雄
代
表
世
話
人

（
山
口
県
人
権
連
）
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
状
況
に
ふ
れ
つ
つ
、

青
年
の
正
規
雇
用
増
と
内
定

取
り
消
し
を
許
さ
な
い
取
り

組
み
を
進
め
よ
う
と
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
事
務
局
の
高
見

英
夫
代
表
世
話
人
（
高
教

組
）
か
ら
、
青
年
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
、
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。（
１
）
就
職

を
め
ぐ
る
動
き
で
は
、
２
０

　

さ
る
４
月
24
日
「
同
和
行

政
終
結
を
め
ざ
す
但
馬
学
習

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

学
習
会
は
、
当
初
、
八
鹿
文

化
会
館
で
行
う
予
定
の
と
こ

ろ
、
コ
ロ
ナ
問
題
で
会
場
使

奥
田
均
氏
に
至
っ
て
は
、
部

落
差
別
の
深
刻
さ
を
強
調
し

て
、

養
父
市
に
お
い
て
も

『
人
権
条
例
』
を
つ
く
る
べ

き
と
講
演
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
私
は
市
長
に
対
し
て

『
条
例
を
作
ろ
う
と
思
っ
と

る
の
か
』『
解
同
条
例
は
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
』
と
指

摘
し
て
お
き
ま
し
た
。
３
月

２
日
に
は
、
人
権
連
が
養
父

市
長
に
対
し
て
「
条
例
」
排

除
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
八
鹿
高
校
事
件
の
あ

っ
た
但
馬
全
域
で
『
人
権
条

例
は
つ
く
ら
せ
て
は
い
け
な

い
』。
今
日
は
、
そ
の
意
思

統
一
を
す
る
た
め
に
学
習
会

用
禁
止
と
な
り
、
急
遽
会
場

を
変
更
し
、
規
模
を
縮
小
し

て
、
豊
岡
市
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

学
習
会
に
は
、
但
馬
地
方

の
議
員
、
元
議
員
、
元
教
員

を
計
画
し
た
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、「『
今
、
部
落
問

題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
』
―
『
部
落
差
別
』
条
例

の
制
定
を
許
さ
な
い
た
め

に
」
と
題
し
て
、
兵
庫
人
権

連
の
前
田
武
事
務
局
長
が
報

告
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
新
年
度
か

ら
『
解
放
学
級
』
を
終
了
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」「
八
鹿
高
校
事
件
後
、

解
同
推
薦
の
職
員
７
人
を
優

先
採
用
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
定
年
を
迎
え
て
い
る
。

昔
は
、
市
庁
舎
内
に
解
同
事

務
所
を
無
償
で
貸
し
て
い
た

時
期
も
あ
っ
た
」「
解
同
利

用
は
保
守
の
再
構
成
と
見
る

べ
き
」「
人
権
連
を
再
結
集

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」「
コ

ロ
ナ
対
策
は
人
権
問
題
。
行

政
の
対
応
は
ま
っ
た
く
な
っ

て
い
な
い
。
こ
の
時
期
に
も

安
倍
首
相
は
改
憲
を
狙
っ
て

い
る
」「
部
落
問
題
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

知
る
た
め
に
参
加
し
た
。
解

同
の
動
き
は
、
野
党
共
闘
を

分
断
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
の

か
」
な
ど
と
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
、
八
鹿
高
校
事
件
の

教
訓
を
今
に
生
か
そ
う
と
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

る
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
、
差
別
と
貧
困
の
問
題

で
行
政
が
果
た
す
役
割
と
限

界
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
最

終
的
に
は
住
民
と
運
動
団
体

の
責
任
で
解
決
を
図
る
と
い

う
、
自
主
的
な
解
決
主
体
の

形
成
が
差
別
の
垣
根
を
取
り

払
う
原
動
力
と
位
置
づ
け
て

き
た
。

　

最
後
に
、
ど
れ
だ
け
強
調

し
て
も
強
調
し
す
ぎ
で
な

い
、
一
世
紀
と
い
う
僅
か
な

期
間
で
解
決
を
展
望
す
る
こ

と
を
手
に
し
た
こ
と
は
、
歴

史
的
に
も
世
界
史
的
に
も
、

前
人
未
踏
の
挑
戦
を
よ
り
よ

く
成
功
さ
せ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

わ
が
人
生
の
な
か
で
社
会

問
題
解
決
を
手
に
で
き
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
人
生
へ

の
意
義
を
与
え
る
も
の
と
な

っ
た
。

「人権条例」は、市民間に
� 分断･対立をつくる

但馬で学習会

八鹿高校事件の教訓を今に生かそう

な
ど
13
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

「
学
習
会
」
の
冒

頭
、
竹
浦
昭
男
さ
ん

（
元
・
養
父
市
会
議

員
）
が
発
言
。「
養

父
市
で
、
解
同
系
の

学
者
や
研
究
者
を
講

師
に
迎
え
、
連
続
の

『
人
権
講
座
』
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
近

畿
大
学
特
任
教
授
の
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